
グラウンドアンカーの維持管理の流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラウンドアンカーの維持管理の流れと調査の基本的な考え方 



リフトオフ試験 
 グラウンドアンカーの健全性は、アンカー頭部の詳細点検を行い、リフトオフ試験の実施箇所を決定し、同

試験によりアンカーが現在保有する残存引張り力を確認し、その面的分布状況から健全度を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リフトオフ試験装置の概要          リフトオフ試験による荷重－変位曲線例 

 

SAAM ジャッキを用いたリフトオフ試験 
小型・軽量である SAAM ジャッキを用いることで、リフトオフ試験を効率的で迅速に実施することが可能で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

油圧ポンプへ 

定着具 

支圧板 

油圧ジャッキ 

（センターホールジャッキ） 

テンションバー 

受圧板 

プーリングヘッド 

ラムチェア 

カプラー 

のり面上の高所では、メインロープ

およびライフラインを設置し作業

（ロープ高所作業）する。 



面的残存緊張力調査事例 
 残存引張り力とアンカー健全度の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のり面健全性評価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図中●印：リフトオフ試験箇所、数字：残存緊張力 

・                                    ← 過荷重領域 → 
ＳＡＡＭシステムによるのり面健全度評価の事例       ※要対策 
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調査のり面の選定

アンカーの健全性評価
のり面点検結果評価
のり面安定性評価

緊張力分布による
のり面健全性評価

再調査

グラウンドアンカー維持管理マニュアル

既設アンカーのり面

再調査

対策の検討をするのり面 対策の必要性を検討するのり面 経過観察とすべきのり面

E判定が存在 D判定が存在 C判定が存在 A,B判定が存在

面的調査

1割未満/年
の変化

1割以上/年
の変化

1割未満/年
の変化


